
電
子
帳
簿
保
存
法
と
は

電
子
帳
簿
保
存
法
　

関
係
書
類
と
そ
の
区
分

５
面
へ
つ
づ
く

　

★
品
川
区

　
　

　

★
足
立
区

　
　

　

★
財
務
省
関
東
財
務
局
　

　

★
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
東
日
　

　

本
都
市
再
生
本
部

　
　

　

★
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
東
日
　

　

本
賃
貸
住
宅
本
部

　
　

　

★
Ｕ
Ｒ
コ
ミ

ニ
テ

　

　

★
東
京
海
洋
大
学

　
　

　

★
筑
波
大
学

　
　

　

★
首
都
高
速
東
京
東
　
　

　

★
東
京
都
都
市
づ
く
り
　

　

公
社

　
　

　

★
東
京
都
三
宅
支
庁
　
　

　

★
東
京
都
産
業
労
働
局
　

　

島
し

農
林
水
産
総
合
　

　

セ
ン
タ


　
　

　

★
東
京
都
交
通
局

　
　

　

★
東
京
都
教
育
庁

　
　

　

★
東
京
都
道
路
整
備
保
　

　

全
公
社

　
　

４
カ
月
ぶ
り
に
増
加

臨
時
国
会
に
港
湾
法
改
正
案

月
内
の
策
定
目
指
す

斉藤国交相

国
交
省

ス
マ

ト
Ｉ
Ｃ

４
カ
所
で
準
備
段
階
調
査
へ

電
線
の
な
い
街
づ
く
り
支
援
Ｎ
Ｗ

無
電
柱
化
住
宅
の
見
学
会
開
く

住
宅
の
無
電
柱
化
事
業
の

現
場
で
採
用
し
た
升
な
ど

の
解
説
を
行

た

西松建設

含水比を測定
近赤外線活用で

装
置
の
測
定
イ
メ

ジ

日
建
リ

ス
ス
カ
イ
マ
テ

ク
ス

販
売
パ

ト
ナ

契
約
を
締
結

ジ

ガ

ノ

ト
が
開
発

ア
プ
リ
で
警
備
報
告
書
作
成

国
交
省
　

８
月
の
住
宅
着
工

﹁
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ︵
コ
マ
︶サ
イ
ン
﹂

の
シ
ス
テ
ム
概
要

後
付
け
衝
突
軽
減
シ
ス
テ
ム
搭
載

コ
ン
バ
イ
ン

ド
ロ

ラ


レ
ン
タ
ル
を
開
始

アクティオ

軽
仮
設
リ

ス
業
協
会

８
月
は
全
体
稼
働
率

％

モニター画面

締
結
式
の
様
子︵
左
が
日
建

リ

ス
工
業
の
関
山
社
長
︶

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す

入
札
公
告
の
工
事
概
要
は

都
関
係

都
関
係

区
関
係

区
関
係

国
そ
の
他

国
そ
の
他

︻

月

日
申
込
締
切



月
８
日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
立
会
川
駅
自
転
車
等
駐
車

場
改
修
工
事
︵
南
大
井
１

│
３
先
︶

❶
金
網
さ
く
︵
区
内
︶


共
同
格
付

最
低
制
限
価

格
設
定
②
令
和
５
年
１
月


日
③
案
件
番
号
２
０
２

２
│
０
１
０
９
１


１
０
６
７
万
︵
税
込
︶

︻

月
７
日
申
込
締
切



月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
梅
田
保
育
園
ト
イ
レ
改
修

工
事
設
計
委
託
︵
梅
田
四

丁
目
２
番

号
︶

❶
設
備
設
計︵

区
内
︶

共
同
格
付

区
内
以
外
は

順
位
格
付


２
０
０

位
最
低
制
限
価
格
設
定


予
定
価
格
は
事
後
公
表
②

令
和
５
年
３
月
３
日
③
案

件
番
号
２
０
２
２
│
０
１

１
１
８

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
︵

︶
王
子
住
宅
ほ
か
２

住
宅
建
物
健
全
性
等
調
査

業
務
︵
北
区
王
子
６
│
２

│
１
ほ
か
︶

❶
建
築
士
事
務
所
Ａ

Ｂ

②
令
和
５
年
３
月

日

︻

月

日
申
込
締
切



月
２
日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
︵

︶
大
宮
住
宅
Ｒ
Ｑ
棟

屋
上
防
水
改
修
工
事
︵
さ

い
た
ま
市
北
区
日
進
町
１

│

│

︶

❶
防
水
Ａ

Ｂ
ま
た
は
建

築
Ｄ
②
令
和
５
年
２
月


日
︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月

日
開
札

一

般
競
争
・
総
合
評
価
・
電
子

入
札
︼

▽
愛
宕
地
区
境
内
地
整
備
工

事
︵
港
区
愛
宕
一
丁
目
５

番
３
号
︶

❶
造
園
Ａ
②
令
和
５
年


月
８
日
③
総
合
評
価
︵
加

算
方
式

タ
イ
プ
Ｂ
︶

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月
９
日
開
札

一

般
競
争
・
総
合
評
価
・
電
子

入
札
︼

▽
Ｒ

高
津
団
地
１
│
１
号

棟
他
９
棟
外
壁
修
繕
そ
の

他
工
事
︵
千
葉
県
八
千
代

市
高
津
８
３
２
│
１
他
︶

❶
保
全
建
築

東
京
都


千
葉
県

神
奈
川
県

茨

城
県
に
本
店

支
店

営

業
所
②
令
和
５
年
７
月
１

日
③
総
合
評
価
︵
施
工
能

力
評
価
型
︶

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月

日
開
札

一

般
競
争
・
総
合
評
価
・
電
子

入
札
︼

▽
Ｒ

野
菊
野
団
地
３
号
棟

他
３
棟
窓
建
具
改
修
工
事

︵
千
葉
県
松
戸
市
野
菊
野

１
番
地
他
︶

❶
保
全
建
築

東
京
都


千
葉
県

神
奈
川
県

埼

玉
県

茨
城
県
に
本
店


支
店

営
業
所
②
令
和
５

年
５
月

日
③
総
合
評
価

︵
施
工
能
力
評
価
型
︶

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月

日
開
札

一

般
競
争
・
総
合
評
価
・
電
子

入
札
︼

▽
Ｒ

多
摩
地
区
調
査
に
係

る
設
計
等
業
務

❶
建
築
設
計
②
令
和
５
年

５
月

日

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月

日
開
札

一

般
競
争
・
総
合
評
価
・
電
子

入
札
︼

▽
Ｒ

光
が
丘
パ

ク
タ
ウ

ン
大
通
り
南
他
５
団
地
防

災
設
備
修
繕
そ
の
他
工
事

︵
練
馬
区
光
が
丘
七
丁
目

７
番
地
７
号
他
︶

❶
電
気
Ａ

東
京
都

千

葉
県

神
奈
川
県

埼
玉

県

茨
城
県
に
本
店

支

店

営
業
所
②
令
和
５
年


月
１
日
③
総
合
評
価

︵
施
工
能
力
評
価
型
︶

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月

日
開
札

一

般
競
争
・
総
合
評
価
・
電
子

入
札
︼

▽
Ｒ

小
平
団
地
道
路
修
繕

工
事
︵
小
平
団
地
喜
平
町

３
︶

❶
保
全
土
木

東
京
都


千
葉
県

神
奈
川
県

埼

玉
県

茨
城
県

山
梨
県

に
本
店

支
店

営
業
所

②
令
和
５
年
４
月
２
日
③

総
合
評
価
︵
施
工
能
力
評

価
型
︶

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月

日
開
札

一

般
競
争
・
総
合
評
価
・
電
子

入
札
︼

▽
Ｒ

清
瀬
旭
が
丘
２
│
６

│
１
号
棟
他
５
棟
外
壁
修

繕
そ
の
他
工
事
︵
清
瀬
市

旭
が
丘
︶

❶
保
全
建
築

東
京
都


千
葉
県

神
奈
川
県

埼

玉
県

茨
城
県
に
本
店


支
店

営
業
所
②
令
和
５

年
５
月

日
③
総
合
評
価

︵
施
工
能
力
評
価
型
︶

▽
Ｒ

清
瀬
旭
が
丘
２
│
４

│
１
号
棟
他
７
棟
外
壁
修

繕
そ
の
他
工
事
︵
清
瀬
市

旭
が
丘
︶

❶
保
全
建
築

東
京
都


千
葉
県

神
奈
川
県

埼

玉
県

茨
城
県
に
本
店


支
店

営
業
所
②
令
和
５

年
５
月

日
③
総
合
評
価

︵
施
工
能
力
評
価
型
︶

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月
１
日
開
札

一

般
競
争
・
電
子
入
札
︼

▽
東
京
海
洋
大
学
︵
品
川
︶

受
変
電
設
備
点
検
に
伴
う

仮
設
電
気
工
事
︵
港
区
港

南
四
丁
目
５
番
７
号
︶

❶
電
気
Ａ

Ｂ

Ｃ

東

京
都
埼
玉
県
千
葉
県


神
奈
川
県

山
梨
県
に
本

店

支
店

営
業
所
②
令

和
４
年

月

日

︻

月

日
申
請
書
等
提
出

締
切


月
７
日
開
札

一

般
競
争
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
総
合
評

価
・
電
子
入
札
︼

▽
筑
波
大
学
附
属
桐
が
丘
特

別
支
援
学
校
︵
本
校
︶
校

舎
新
営
そ
の
他
工
事
︵
Ⅲ

期
︶
︵
板
橋
区
小
茂
根
２

│
１
│

︶

❶
建
築

算
定
点
数
１
２

０
０
点
以
上
②
令
和
６
年

３
月

日
③
総
合
評
価

︵
標
準
型
︶

入
札
ボ
ン

ド
︻

月

日
参
加
表
明
書
等

提
出
締
切

一
般
競
争
・
総

合
評
価
・
電
子
入
札
︼

▽
︵
修
︶
機
械
設
備
改
修
設

計
２
０
２
２
│
２
│
１

❶
機
械
器
具
設
置
設
備
設

計
②
３
６
０
日
③
総
合
評

価
︵
公
募
型
︶

Ｃ
Ｉ
Ｍ

対
象

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
稲
城
南
多
摩
駅
周
辺
地
区

区
画
道
路
築
造
第
４
│

６

８

９
号
及
び
整
地

４
│
８
工
事
並
び
に
汚
水

排
水
工
事
︵
そ
の

︶

︵
稲
城
南
多
摩
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
地
区
内
︶

❶
一
般
土
木
Ａ
Ｂ
Ｃ


Ｄ

稲
城
市
内
に
本
店
を

有
す
る
者
は
一
般
土
木
Ｅ

も
可

優
遇
措
置
対
象
者

は
一
般
土
木
Ｅ
も
可
②


日
③
整
理
番
号
区

│
２


１
０
５
５
万
８
千

▽
稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
地

区
区
画
道
路
築
造
第
４
│

５

６

７
号
及
び
整
地

４
│
５
工
事
並
び
に
汚
水

排
水
工
事
︵
そ
の

︶

︵
稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺

土
地
区
画
整
理
地
区
内
︶

❶
一
般
土
木
Ａ
Ｂ
Ｃ


Ｄ

稲
城
市
内
に
本
店
を

有
す
る
者
は
一
般
土
木
Ｅ

も
可

優
遇
措
置
対
象
者

は
一
般
土
木
Ｅ
も
可
②


日
③
整
理
番
号
区

│
３


１
８
９
１
万
４
千

︻

月

日
申
込
締
切



月
２
日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
あ
き
る
野
市
公
共
下
水
道

︻

月

日
申
込
締
切



月
２
日
開
札

随
意
契
約
・

電
子
入
札
︼

▽
自
然
公
園
維
持
工
事
︵
単

価
契
約
︶
そ
の
３
︵
三
宅

島
三
宅
村
錆
ケ
浜
園
地
外

８
園
地

雄
山
登
山
線
道

路
︵
歩
道
︶
︶

❶
一
般
土
木
Ａ
Ｂ
Ｃ


Ｄ

Ｅ

等
級
格
付
を
有

し
な
い
者
②
令
和
５
年
３

月

日
③
契
約
番
号

│

０
１
７
６
７

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
令
和
４
年
度
三
池
港
緑
地

転
落
防
止
柵
補
修
工
事

︵
三
宅
島
三
宅
村
坪
田
︶

❶
一
般
土
木
Ａ
Ｂ
Ｃ


Ｄ

Ｅ

等
級
格
付
を
有

し
な
い
者
②
令
和
５
年
３

月

日
③
契
約
番
号

│

０
１
７
６
８


４
８
３
万

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
東
京
都
島
し

農
林
水
産

総
合
セ
ン
タ

三
宅
事
業

所
︵
４
︶
収
納
舎
・
鶏
舎

解
体
そ
の
他
工
事
実
施
設

計
︵
三
宅
島
三
宅
村
坪
田

４
３
５
７
︶

❶
建
築
設
計
②
令
和
５
年

３
月

日
③
契
約
番
号


│
０
０
０
９
２

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
浅
草
線
浅
草
駅
連
絡
通
路

出
入
口
新
設
に
伴
う
土
木

・
建
築
そ
の
他
設
計
委

託❶
土
木
設
計
②
令
和
６
年

２
月

日
③
契
約
番
号


│
１
０
１
０
０

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
都
立
大
泉
特
別
支
援
学
校

改
築
に
関
す
る
基
本
計
画

作
成
業
務
委
託
︵
練
馬
区

大
泉
学
園
町
９
丁
目
３
番

１
号
都
立
大
泉
特
別
支
援

学
校
内
対
象
敷
地
︶

❶
都
市
計
画
・
交
通
等
計

画
Ｃ
②
令
和
５
年
３
月


日
③
契
約
番
号

│
３
０

２
０
０

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
建
物
等
調
査
委
託
︵
そ
の

９
︶
単
価
契
約
︵
都
市
高

速
鉄
道
東
武
鉄
道
東
上
本

線
︶
︵
指
定
場
所
︶

❶
市
場
・
補
償
鑑
定
関
係

調
査

都
登
録
業
者
ま
た

は
公
社
登
録
業
者
②
令
和

５
年
３
月

日
③
整
理
番

号
本



１
０
０
０
万
︵
発
注
限

度
額
︶

計測本体計測本体

計測部計測部

近赤外カメラ近赤外カメラ近赤外
LED
近赤外
LED

照射照射

測定試料測定試料

試料設置箇所試料設置箇所

画像解析用 PC画像解析用 PC

反射反射

（４）＜第三種郵便物認可＞ ２０２２年（令和４年）１０月７日＜金曜日＞

　
電
子
帳
簿
保
存
法
︵
電
帳
法
︶

は

帳
簿
や
書
類
の
デ

タ
保
存

に
関
す
る
ル

ル
を
定
め
た
も

の
で
す

２
０
２
１
年
度
の
改
正

で

デ

タ
保
存
に
必
要
だ

た

税
務
署
長
の
事
前
承
認
が
廃
止

さ
れ
る
な
ど

大
幅
な
緩
和
措
置

が
取
ら
れ
ま
し
た

こ
れ
に
よ

り

よ
う
や
く
電
子
帳
簿
保
存
が

浸
透
し

ペ

パ

レ
ス
促
進
な

ど
の
メ
リ

ト
も
期
待
で
き
ま

す

一
方
で

電
子
取
引
を
対
象

と
し
た
﹁
電
子
保
存
の
義
務
化
﹂

へ
の
対
応
が
課
題
と
な

て
い
ま

す


　
こ
れ
ま
で
取
引
先
か
ら
請
求
書

を
メ

ル
で
受
け
取

た
場
合


プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
会
社
の
フ


イ
ル
に
ま
と
め
て
お
け
ば
問
題

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
か
し


今
後
は
紙
で
は
な
く
電
子
デ

タ

の
状
態
で
保
管
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
す

こ
の
ほ
か

通
販

サ
イ
ト
で
商
品
を
購
入
し
た
場
合

も

紙
の
領
収
書
が
発
行
さ
れ
な

い
の
で
デ

タ
保
存
が
必
要
で

す

ま
た

電
子
デ

タ
は

取

引
年
月
日
や
勘
定
科
目

取
引
金

額
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど

一
定
の
検
索
要
件
に
対
応
さ

せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

デ


タ
の
訂
正
削
除
を
防
止
す
る
た
め

の
事
務
処
理
規
定
の
備
え
付
け
も

求
め
ら
れ
ま
す


　
こ
う
し
た
作
業
を
多
く
の
取
引

電
子
デ

タ
に
施
す
の
は
現
実
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
す
が

従

来
ど
お
り
の
紙
保
存
で
は

税
務

調
査
に
よ
り
経
費
が
認
め
ら
れ
な

か

た
り

青
色
申
告
の
承
認
を

取
り
消
さ
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す


　
建
設
業
に
も
残
業
時
間
の
上
限

規
制
の
適
用
が
迫
る
中
で

マ
ン

パ
ワ

に
頼
る
の
は
限
界
が
あ
り

ま
す

電
帳
法
に
対
応
し
た
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
を
利
用
し
て
効
率
的
に

電
子
デ

タ
を
記
録
し

後
か
ら

探
せ
る
環
境
を
整
え
る
方
が
合
理

的
で
は
な
い
で
し

う
か
な
お


電
帳
法
の
改
正
は

年
１
月
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
が

２
年
間
の
宥

恕
︵
ゆ
う
じ

︶
措
置
が
急
き


設
け
ら
れ
ま
し
た

や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り



年
末
ま
で
は
電
子
取
引
の
書
面
で

の
保
存
が
容
認
さ
れ
て
い
ま
す


こ
の
間
に
﹁
会
社
の
情
報
は
紙
で

は
な
く
デ

タ
で
残
す
﹂
と
意
識

を
切
り
替
え

シ
ス
テ
ム
化
な
ど

の
準
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

す


　
デ

タ
の
保
存
形
態
は
三
つ


図
参
照

に
分
類
さ
れ
ま
す

ま

ず

ソ
フ
ト
ウ

ア
で
管
理
す
る

こ
と
で
法
の
要
件
を
満
た
す
﹁
電

子
帳
簿
等
保
存
﹂

こ
れ
は
国
税

関
係
帳
簿

そ
し
て
決
算
関
係
書

類
や
取
引
関
係
書
類
で
あ
る
国
税

関
係
書
類
が
対
象
で
す

次
が

﹁
ス
キ

ナ
保
存
﹂
で

相
手
か

ら
も
ら

た
紙
の
見
積
書
や
書
類

は
ス
キ

ナ
で
読
み
取
り

コ
ン

ピ


タ
上
に
保
存
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

最
後
は
電
子
取
引
で

す

イ
ン
タ

ネ

ト
上
の
Ｅ
Ｄ

Ｉ
取
引
や
経
費
精
算
ソ
フ
ト
な
ど

に
よ
る
取
引
が
対
象
と
な
り
ま

す
図
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
は
ソ
フ
ト
ウ


ア
処
理
で
対
応
で
き
ま
す
し


Ｃ
も
で
き
る
限
り
ソ
フ
ト
ウ

ア

で
処
理
す
る
こ
と
で
ス
ム

ズ
な

対
応
が
可
能
で
す


■
マ
ン
シ

ン
管
理
適
正
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︵
オ
ン
ラ
イ

　
ン
︶
　

月

日
／
国
土
交
通
省

　
﹁
マ
ン
シ

ン
管
理
適
正
化
に
向
け
た
地
方
公
共
団
体

の
取
り
組
み
﹂
﹁
マ
ン
シ

ン
を
巡
る
現
状
と
課
題
﹂
を

テ

マ
に
講
演
す
る
他

新
時
代
を
迎
え
た
マ
ン
シ

ン

管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン

を
行
う

時
間
は
午
前

時
か
ら

参
加
費
は
無
料



日
ま
で
に
特
設
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

は
事
務
局︵
ラ
ン
ド
ブ
レ
イ
ン
内
メ

ル
ア
ド
レ
スma

nsionkanri@landbrains.co.jp

︶


■
賃
貸
住
宅
の
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ


　

月

日
／
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
東
京
都
支
部

　
業
界
の
最
新
動
向
や

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
住
宅
の
普
及

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演

ま
た

﹁
賃

貸
経
営
を
取
り
巻
く
市
場
と
動
向
﹂
﹁
誰
で
も
で
き
る
賃

貸
住
宅
の
防
犯
対
策
﹂を
テ

マ
に
専
門
家
が
解
説
す
る


会
場
は
ス
テ

シ

ン
コ
ン
フ

レ
ン
ス
東
京
︵
千
代
田

区
︶

時
間
は
午
後
３
時
か
ら

定
員
１
０
０
人

他
に

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
い
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
す
る

参
加
費
無
料

で
誰
で
も
参
加
可
能
申
し
込
み
は
ウ

ブ︵https:/

/www.jpm.jp/app/semi80/

︶
で
受
け
付
け
る


■
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
最
前
線

建
築
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
変

　
革
　

月

日
／
マ

タ

ポ

ト

　
同
社
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
プ
ラ

ト
フ


ム
を
紹
介

す
る
他

建
物
空
間
の
ス
キ

ン
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

の
作
成
ま
で
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ

ン
す
る

竹
中
工

務
店
や
米
国
企
業
の
導
入
成
功
事
例
も
紹
介

申
し
込
み

は
ウ

ブ︵https://matterport.zoom.us/webinar

/register/W
N_fAf5et8mSVK1S_qlzUUN8Q

︶

で
受
け
付
け
る


　
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

は
３
日
の
定
例
会
見
で

臨

時
国
会
に
港
湾
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
を
提
出
す

る
考
え
を
示
し
た

港
湾
で

の
脱
炭
素
化
の
推
進
を
法
的

に
位
置
付
け
る

総
合
経
済

対
策
の
策
定
に
向
け
た
検
討

に
入
る
と
も
し
た

臨
時
国

会
の
会
期
は

月

日
ま

で


　
港
湾
法
の
一
部
改
正
案
で

は

港
湾
で
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
全
体
と
し
て

ゼ
ロ
に
す
る
﹁
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
ポ

ト
︵
Ｃ
Ｎ

Ｐ
︶﹂形
成
を
促
す
た
め
港

湾
運
営
会
社
や
民
間
事
業
者

が
船
舶
へ
の
陸
上
電
力
供
給

設
備
の
導
入
な
ど

脱
炭
素

化
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

を
整
え
る

春
の
通
常
国
会

で
は
提
出
が
見
送
ら
れ
た


　
総
合
経
済
対
策
に
つ
い
て

は

岸
田
文
雄
首
相
か
ら
策

定
の
指
示
を
受
け
た
と
し


﹁
指
示
内
容
を
踏
ま
え

早

急
に
必
要
な
政
策
を
検
討
し

て
い
く
﹂
と
話
し
た

政
府

は

月
中
の
策
定
を
目
指
し

て
い
る


　
西
松
建
設
は

近
赤
外
線

Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
カ
メ
ラ
を
用
い
て

土
砂
の
含
水
比
を
測
定
す
る

装
置
を
西
華
デ
ジ
タ
ル
イ
メ


ジ
と
共
同
開
発
し
た

現

在
主
流
の
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト


プ
法
︵
Ｒ
Ｉ
法
︶
と
比
較

し
て

測
定
時
間
を
大
幅
に

短
縮
す
る

今
後
は
現
場
で

の
実
証
実
験
を
行
い

現
場

ご
と
の
測
定

活
用
方
法
を

確
立
し
実
用
化
を
目
指
す


　
開
発
し
た
装
置
は

水
が

吸
収
す
る
波
長
帯
の
﹁
近
赤

外
線
Ｌ
Ｅ
Ｄ
﹂
と
光
の
吸
収

状
況
を
測
定
す
る
﹁
近
赤
外

線
カ
メ
ラ
﹂

撮
影
画
像
を

解
析
す
る
Ｐ
Ｃ
で
構
成

水

が
光
を
吸
収
す
る
特
性
を
利

用
し
て
土
砂
の
含
水
比
を
測

る
も
の
で

事
前
に
土
砂
の

含
水
比
と
吸
光
度
と
の
関
係

を
求
め
て
お
き

得
ら
れ
た

結
果
か
ら
採
取
し
た
現
場
の

土
砂
を
測
定
す
る

準
備
か

ら
測
定
ま
で
に
要
す
る
時
間

は
約
２

３
分
で

従
来
の

測
定
方
法
と
比
較
し
て
半
分

の
時
間
で
完
了
で
き
る


　
従
来
の
近
赤
外
線
を
用
い

た
測
定
と
異
な
り

含
水
比

を
画
像
か
ら
算
出
す
る
た
め

測
定
状
況
を
可
視
化
し
含
水

比
の
変
化
の
原
因

な
ど
を
簡
単
に
把

握
で
き
る
ま
た


装
置
の
計
測
部
を

軽
量
化
し
持
ち
運

び
や
す
い
他

Ｒ

Ｉ
法
で
必
要
な
現

場
導
入
時
の
手
続

き
や
準
備
が
不
要


　
電
線
の
な
い
街
づ
く
り
支

援
ネ

ト
ワ

ク
東
京
支
部

は
４
日

無
電
柱
化
住
宅
の

見
学
会
を
都
内
で
開
催
し

た

都
の
補
助
制
度
︵
宅
地

開
発
無
電
柱
化
パ
イ
ロ

ト

事
業
︶
を
利
用
し
て
無
電
柱

化
を
実
施
し
た
開
発
宅
地
の

現
場
で

事
業
者
の
声
や
補

助
金
制
度
の
解
説
な
ど
を
行


た


　
電
線
地
中
化
工
事
を
担
当

し
た
ジ
オ
リ
ゾ

ム
は
今
回

の
﹁
世
田
谷
等
々
力
Ｐ
Ｊ
﹂

に
つ
い
て

敷
地
内
の
私
道

の
無
電
柱
化
で
一
般
的
に
使

う
電
力
升
や
通
信
升
よ
り
も

コ
ン
パ
ク
ト
な
製
品
を
採
用

し
た
こ
と
や

通
信
の
施
工

業
者
を
統
一
す
る
こ
と
で
掘

削
費
用
を
縮
減
し
た
こ
と
な

ど
を
説
明
し
た


　
事
業
者
で
あ
る
住
友
林
業

の
担
当
者
は

都
の
補
助
制

度
の
仕
組
み
を
説
明
し

活

用
に
よ
り
１
戸
当
た
り
の
負

担
額
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
を

話
し
た


　
そ
し
て
補
助
金
の
申
請
時

期
と
事
業
期
間
が
合
致
す
る

案
件
し
か
活
用
で
き
な
い
こ

と
や

都
が
早
期
に
補
助
金

額
を
確
定
し
な
い
と
無
電
柱

化
の
事
業
計
画
が
立
案
で
き

な
い
こ
と
な
ど
の
課
題
を
示

し
た


　
国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た
建
築
着
工
統
計
調
査
報

告
に
よ
る
と

８
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
前
年

同
月
比
４
・
６
％
増
の
７
万
７
７
１
２
戸
と
な
り


４
カ
月
ぶ
り
に
増
加
し
た

持
ち
家
が
減
少
し
た
も

の
の

貸
家
と
分
譲
住
宅
が
増
え

全
体
増
に
つ
な

が

た


　
利
用
関
係
別
の
新
設
住
宅

着
工
戸
数
は

持
ち
家
が


・
２
％
減
の
２
万
２
２
９
１

戸
と
２
桁
減
と
な
り

９
カ

月
連
続
で
減
少

８
月
と
し

て
過
去

年
間
で
２
番
目
に

低
い
戸
数
と
な

た


　
貸
家
は
８
・
９
％
増
の
３

万
１
２
９
５
戸
と

カ
月
連

続
で
増
加
し
た


　
分
譲
住
宅
は

・
２
％
増

の
２
万
３
１
７
２
戸
と
先
月

の
減
少
か
ら
再
び
増
加
に
転

じ

８
月
と
し
て
過
去

年

間
で
過
去
最
高
を
更
新
し

た

う
ち
一
戸
建
て
住
宅
が

４
・
７
％
増
の
１
万
２
３
４

１
戸
と

カ
月
連
続
の
増

加

マ
ン
シ

ン
も
２
桁
増

と
な
る

・
６
％
増
の
１
万

０
７
２
７
戸
と
大
き
く
増
え

た


　
地
域
別
で
は

首
都
圏
が

５
・
９
％
増
の
２
万
６
４
８

０
戸

中
部
圏
が
０
・
２
％

減
の
９
１
３
１
戸

近
畿
圏

が

・
４
％
増
の
１
万
２
６

９
１
戸
と
な
り

三
大
都
市

圏
で
は
中
部
圏
の
み
減
少
し

た

そ
の
他
の
地
域
は
１
・

６
％
増
の
２
万
９
４
１
０
戸

と
増
加
し
た


　
非
居
住
用
も
含
め
た
全
建

築
物
の
着
工
床
面
積
は
９
・

２
％
増
の
１
０
４
２
万
平
方


と
３
カ
月
連
続
で
増
加


こ
の
う
ち
民
間
居
住
用
は
１

・
７
％
増
の
６
４
０
万
平
方


で
４
カ
月
ぶ
り
に
増
え

た

民
間
非
居
住
用
は

・

５
％
増
の
３
７
０
万
平
方


で
３
カ
月
連
続
の
増
加
と
な


た


　
民
間
非
居
住
用
を
使
途
別

に
見
る
と

事
務
所
が

・

７
％
減
の

万
平
方

と
先

月
の
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ

た

一
方
で

店
舗
は
２
・

０
％
増
の

万
平
方

と
３

カ
月
連
続
の
増
加

工
場
は


・
１
％
増
の

万
平
方


と

カ
月
連
続
の
増
加

倉

庫
は
１
２
１
・
１
％
増
の
１

２
１
万
平
方

と
５
カ
月
連

続
の
増
加
と
な

た


　
日
建
リ

ス
工
業
︵
千
代

田
区
︶
は
４
日

ク
ラ
ウ
ド

型
ド
ロ

ン
測
量
サ

ビ
ス

﹁
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
﹂
を
提
供

す
る
ス
カ
イ
マ
テ

ク
ス

︵
中
央
区
︶
と
販
売
パ

ト

ナ

契
約
を
締
結
し
た

今

後

日
建
リ

ス
工
業
の
約

１
０
０
人
の
営
業
担
当
者

が

全
国
の
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど

に
サ

ビ
ス
の
普
及
を
図

る

５
年
後
に

億
円
規
模

の
販
売
を
目
指
す


　
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
は

ド
ロ


ン
画
像
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に

ア

プ
ロ

ド
す
る
だ
け
で

オ
ル
ソ
画
像
や
３
Ｄ
点
群
デ


タ
を
自
動
で
生
成

直
感

的
な
操
作
で
距
離
・
体
積
・
断

面
な
ど
の
計
測
が
可
能
で


い
つ
で
も
最
新
の
地
形
デ


タ
を
分
析
で
き
る


　
日
建
リ

ス
工
業
の
関
山

正
勝
代
表
取
締
役
社
長
は


﹁
今
後
は

全
て
の
建
設
現

場
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
取

り
入
れ
る
だ
ろ
う

ス
カ
イ

マ
テ

ク
ス
の
想
像
力

知

能
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

た
﹂
と
述
べ
た

ス
カ
イ
マ

テ

ク
ス
の
渡
邉
善
太
郎
代

表
取
締
役
社
長
は

﹁
建
設

業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献
し

た
い
﹂
と
話
し
た


　
軽
仮
設
リ

ス
業
協
会

︵
斎
藤
宏
章
会
長
︶
は

軽

仮
設
リ

ス
業
大
手

社
の

８
月
度
主
要
品
目
稼
働
率
を

公
表
し
た

全
体
は

・
２

％
で
前
月
か
ら
２
・
３
％
増

加
し
た


　
主
要
６
品
目
の
稼
働
率
は

７
月
度
と
比
較
し
足
場
材


丸
角
部
材

長
尺
足
場
材


支
保
工
材

養
生
部
材
で
０

・
６

６
・
８
％
増
加

鋼

製
型
枠
の
み
２
・
４
％
の
減

少
だ

た


　
売
上
高
は

７
月
の
約
１

９
６
億
円
に
対
し
て
２
０

５
億
円
と
４
・
６
％
の
増

加

昨
年
同
月
と
の
比
較
で

も
７
・
４
％
の
増
加
だ


た


　
総
合
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル

の
ア
ク
テ

オ
︵
中
央
区
︶

は
４
日

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
が
人

を
検
知
し

自
動
制
御
で
運

転
者
を
支
援
す
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
﹁
後
付
け
衝
突
軽
減

シ
ス
テ
ム
﹂
搭
載
コ
ン
バ
イ

ン
ド
ロ

ラ

の
レ
ン
タ
ル

を
開
始
し
た


　
オ
リ
ジ
ナ
ル
開
発
の
後
付

け
衝
突
軽
減
シ
ス
テ
ム
は


バ

ク
走
行
時
に
Ａ
Ｉ
カ
メ

ラ
が
ロ

ラ
後
方
に
人
を
検

知
し
た
際

自
動
で
シ
リ
ン

ダ

が
伸
長

前
後
進
レ
バ


を
中
立
の
位
置
に
戻
し


減
速
・
停
止
す
る
制
御
装
置

と
な
る

バ

ク
走
行
時
の

検
知
距
離
は
８

で

５


か
ら
減
速
し
始
め
る

同
シ

ス
テ
ム
は
特
許
出
願
中


　
同
製
品
は

４

５
日
に

ポ

ト
メ

セ
な
ご
や
︵
名

古
屋
市
国
際
展
示
場
︶
で
開

催
し
た
﹁
建
設
技
術
フ

ア

２
０
２
２
ｉ
ｎ
中
部
﹂
に
映

像
出
展
し
た


　
問
い
合
わ
せ
先
は
道
路
機

械
事
業
部
　
電
話
０
３
︵
６

６
６
６
︶
２
２
６
２


　
警
備
業
向
け
Ｄ
Ｘ
ソ
リ



シ

ン
プ
ラ

ト
ホ

ム

﹁
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
﹂
を
提

供
す
る
ジ

ガ

ノ

ト

︵
渋
谷
区
︶
は

ス
マ

ト

フ

ン
ア
プ
リ
で
警
備
報
告

書
を
作
成
し
ク
ラ
ウ
ド
上
に

保
管
す
る
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ａ
︵
コ
マ
︶
サ
イ
ン
﹂
を

京
都
府
警
備
業
協
会
青
年
部

会
と
協
力
し
て
開
発
し

サ


ビ
ス
を
開
始
し
た


　
ス
マ

ト
フ

ン
に
警
備

報
告
書
の
内
容
を
入
力
し


確
認
画
面
に
現
場
担
当
者
が

サ
イ
ン
す
る
と

ウ

ブ
シ

ス
テ
ム
に
報
告
書
を
作
成
す

る

紙
の
書
面
と
同
じ
手
順

で
作
成
で
き

高
齢
の
警
備

員
も
使
い
こ
な
せ
る
シ
ン
プ

ル
な
操
作
と
し
て
い
る


　
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
は
初
期
費

用
と
シ
ス
テ
ム
利
用
料
が
無

料

報
告
書
作
成
は
１
枚
当

た
り

円

ス
タ
ン
ダ

ド

プ
ラ
ン
は
初
期
費
用
３
万
円


シ
ス
テ
ム
利
用
料
２
万
円
で


報
告
書
作
成
は
１
枚
当
た
り


円︵
い
ず
れ
も
税
込
み
︶

現
在

ス
タ
ン
ダ

ド
プ
ラ

ン
の
報
告
書
作
成
を
２
カ
月

間
無
料
に
す
る
キ

ン
ペ


ン
を
実
施
し
て
い
る

問
い

合
わ
せ
先
は
電
話
０
３
︵
６

８
２
２
︶
８
５
９
４


　
国
土
交
通
省
は
９
月


日

ス
マ

ト
イ
ン
タ

チ


ン
ジ
７
カ
所
の
事
業
許
可

を
高
速
道
路
会
社
に
対
し
て

行

た

別
に
新
た
な
ス
マ


ト
イ
ン
タ

チ

ン
ジ
４

カ
所
の
準
備
段
階
調
査
に
入

る
こ
と
も
決
め
た


　
ス
マ

ト
イ
ン
タ

チ


ン
ジ
は

地
方
自
治
体
で
の

検
討
を
踏
ま
え

国
と
し
て

必
要
性
が
確
認
で
き
た
箇
所

で
準
備
段
階
調
査
を
実
施


併
せ
て

関
係
機
関
と
の
地

区
協
議
会
で
実
施
計
画
を
策

定
し
事
業
化
す
る


　
今
回
事
業
化
し
た
７
カ
所

と
準
備
段
階
調
査
に
入
る
４

カ
所
は
次
の
通
り


︻
事
業
許
可
７
カ
所
︼

　
▽
新
得︵
北
海
道
新
得
町
︶

北
海
道
横
断
自
動
車
道
黒
松

内
釧
路
線
ト
マ
ム
イ
ン
タ


チ

ン
ジ
︵
Ｉ
Ｃ
︶

十
勝

清
水
Ｉ
Ｃ

東
日
本
高
速
道

路
会
社

　
▽
八
幡
平
︵
岩
手
県
八
幡

平
市
︶
東
北
縦
貫
自
動
車
道

弘
前
線
松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ


安
代
Ｉ
Ｃ

東
日
本
高
速
道

路
会
社

　
▽
千
代
田
パ

キ
ン
グ
エ

リ
ア
︵
Ｐ
Ａ
︶
︵
茨
城
県
か

す
み
が
う
ら
市
︶
　
常
磐
自

動
車
道
土
浦
北
Ｉ
Ｃ

千
代

田
石
岡
Ｉ
Ｃ

東
日
本
高
速

道
路
会
社

　
▽
足
利︵
栃
木
県
足
利
市
︶

北
関
東
自
動
車
道
太
田
桐
生

Ｉ
Ｃ

足
利
Ｉ
Ｃ

東
日
本

高
速
道
路
会
社

　
▽
検
見
川
・
真
砂
︵
千
葉

市
︶
東
関
東
自
動
車
道
水
戸

線
湾
岸
習
志
野
Ｉ
Ｃ

千
葉

北
Ｉ
Ｃ

東
日
本
高
速
道
路

会
社

　
▽
外
環
八
潮
︵
埼
玉
県
八

潮
市
︶
常
磐
自
動
車
道
東
京

外
環
自
動
車
道
草
加
Ｉ
Ｃ


外
環
三
郷
西
Ｉ
Ｃ

東
日
本

高
速
道
路
会
社

　
▽
神
田︵
滋
賀
県
長
浜
市
︶

北
陸
自
動
車
道
長
浜
Ｉ
Ｃ


米
原
Ｉ
Ｃ

中
日
本
高
速
道

路
会
社

︻
準
備
段
階
調
査
４
カ
所
︼

　
▽
壬
生
Ｐ
Ａ
︵
栃
木
県
壬

生
町
︶
北
関
東
自
動
車
道
都

賀
Ｉ
Ｃ

壬
生
Ｉ
Ｃ

　
▽
屋
代︵
長
野
県
千
曲
市
︶

関
越
自
動
車
道
上
越
線
坂
城

Ｉ
Ｃ

長
野
Ｉ
Ｃ

　
▽
加
計
︵
広
島
県
安
芸
太

田
町
︶
中
国
縦
貫
自
動
車
道

千
代
田
Ｉ
Ｃ

戸
河
内
Ｉ
Ｃ

　
▽
霧
島
︵
鹿
児
島
県
霧
島

市
︶
東
九
州
自
動
車
道
国
分

Ｉ
Ｃ

隼
人
東
Ｉ
Ｃ


